























恨歌』の「臨卭方士」 、 玄宗の意を体して楊貴妃の魂魄を探し求めた「道士」に他ならない。 紫上を失った源氏は、幻術を駆使して貴妃の魂に巡り会った『長恨歌』の「方士」を希求 たのであった。
巻名からして『長恨歌』を踏まえた幻の巻には、 『長恨歌』の章句がそのまま引用される箇所も見られる。





























































を念頭に置くならば、七夕に因ん 、玄宗・楊貴妃のように誓言を交す望みなど最早永遠に絶たれてしまった、源氏の悲嘆を描いたものと解されるであろう。「まだ夜深う、一所起き給ひて」とは、 『長恨歌』 「夜半無
　レ
人」をただちに連想させるが、 『長恨歌』との対照
において『源氏物語』に際立つこ は、紫上の不在であろう。 「たなばたの逢ふ瀬は雲のよそに見て」とは、天上での七夕の「逢ふ瀬」が無縁の になってしまったばかりか、七夕の天上 交歓に想いを馳せつつ地上で愛を確かめ合った、 『長恨歌』の故事までが無縁のことになってしまった嘆きを詠んだものではなかったろうか
（１）
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あるいは、 『平家物語』 。 『平家物語』も、後白河法皇の愛妃建春門院即世の様を、
















































































































































































































































































幼き心地は、そこはかとなく慌てたる心地して、 「わざと奉れたるしるしに、何事かは聞えさせむとすらむ。たゞ一言を宣 せよかし」 言へば、

（夢浮橋）











































































































になる。 『源氏物語』の終幕、 「夢浮橋」 、それもその最末尾に『長恨歌』が踏まえられているとしたら、 『源氏物語』 とって『長恨歌』がいかに重要な先行作品であったか、改めて認識されて来よう。




まづ、長恨歌は「漢皇重色思傾国」で始まるが、この「漢皇」は、実は唐玄宗なのを、ぼんやり霞ませるため漢武帝に仮托したのである。このばあひ、詩中の「漢皇」は、実在した漢武帝ではなくて、当代を朧化した「昔のみかど」であるにすぎない。つまり、固有名詞としての「漢 であるよりも、伝奇的なおもかげとしての 代」なの り、和文であらわせば たぶん「いづれ 御時にか」となるであらう。　
ついでに幾つかの類例を挙げておかう。次の「重色思傾国」は、和文化すれば「女御・更衣、あまたさぶ


























































それは何故なのか。 『源氏物語』にとって『長恨歌』は、なぜかくも重大な存在だった か。この問題は、 『源
氏物語』を解くための、恐らく重要な鍵 なるのに違いない。
注（１）
　
金沢文庫本『白氏文集』傍訓、 「ケンせム」 。
八六
（２）
　『山下水』には、 「式部ハ蔵
カクス
　二
時代
ヲ一
。 （中略）仮令諷
ノ
詩
ニ
以漢如
　レ
誂
　レ
唐」とある。
　
付記
　
本稿成るに当って、平成二十五年度成城大学特別研究助成を受けた。
